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国
際
交
流
協
定
校
の
一
つ

で
あ
る
温
州
大
学
（
中
国
浙

江
省
温
州
市
）
の
学
生
８
人

が
夏
期
短
期
研
修
生
と
し
て

本
学
を
訪
れ
た
。
一
行
は
７

月
２８
日
に
来
日
し
、
８
月
５

日
ま
で
の
９
日
間
、
講
座
や

見
学
な
ど
、
本
学
の
受
入
れ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
、

日
本
文
化
を
学
ん
だ
。

研
修
生
た
ち
は
坂
田
隆
学

長
に
よ
る
講
話
と
、
「
日
本

語
の
第
一
歩
」
（
輪
田
直
子

人
間
学
部
准
教
授
）、「
大
学

の
音
楽
授
業
を
体
験
し
ま
し

ょ
う
」
（
近
藤
裕
子
人
間
学

部
教
授
）、「
東
日
本
大
震
災

の
津
波
に
よ
る
自
動
車
災
害

の
発
生
状
況
調
査
」
（
山
本

憲
一
理
工
学
部
教
授
）
の
３

講
義
を
受
講
。
世
界
遺
産
・

平
泉
の
観
光
や
、
東
日
本
大

震
災
の
様
子
を
伝
え
る
語
り

部
ガ
イ
ド
に
よ
る
石
巻
市
内

見
学
な
ど
、
多
様
な
企
画
を

体
験
し
た
。

ま
た
、
日
本
文
化
体
験
と

し
て
茶
道
（
本
学
茶
道
部
主

催
）
や
日
本
食
に
挑
戦
し
た

ほ
か
、
雄
勝
町
の
地
域
芸
能

で
あ
る
「
伊
達
の
黒
船
太

鼓
」
を
鑑
賞
。
経
営
学
部
・

岡
野
ゼ
ミ
生
（
岡
野
知
子
教

授
指
導
）
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
愛
好
会
の
学
生
ら
と

の
「
交
流
会
」も
開
催
さ
れ
、

相
互
理
解
を
深
め
た
。

６
月
９
日
に
行
わ
れ
た
日

本
商
工
会
議
所
主
催
の
第
１

３
４
回
簿
記
検
定
試
験
で
、

藤
目
広
大
さ
ん
（
経
営
４
・

青
森
県
県
八
戸
商
業
高
∥
写

真
）
が
１
級
に
合
格
し
た
。

合
格
率
９
・
７
％
、
実
受

験
者
１
万
１
４
３
人
中
、
合

格
者
９
８
４
人
と
い
う
難
関

を
突
破
し
た
藤
目
さ
ん
は
、

１
年
次
か
ら
石
鳳
会
計
研
究

会
に
所
属
。
２
年
次
に
は
簿

記
の
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で

あ
る
「
全
国
大
学
対
抗
簿
記

大
会
２
０
１
１
年
秋
季
第
４８

回
大
会
」
の
２
級
の
部
で
全

国
優
勝
を
遂
げ
た
。
ま
た
、

会
計
学
を
研
究
す
る
関
根
慎

吾
ゼ
ミ
に
も
所
属
し
、
勉
強

に
励
ん
で
き
た
。

「
先
輩
の
勧
め
で
１
級
の

勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
サ
ー

ク
ル
仲
間
の
励
ま
し
や
顧
問

の
岡
野
知
子
教
授
や
先
輩
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
支
え
ら
れ
、

諦
め
る
こ
と
な
く
、
勉
強
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
卒
業
前
に
合
格
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し

た
。

８
月
６
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
延
べ
２

０
０
万
人
以
上
が
訪
れ
た

「
仙
台
七
夕
ま
つ
り
」
で
、

本
学
の
大
学
開
放
セ
ン
タ
ー

が
「
石
巻
復
興
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
ブ
ー
ス

に
参
画
し
、
石
巻
の
情
報
を

発
信
し
た
∥
写
真
。

石
巻
の
復
興
状
況
を
伝
え

た
い
と
い
う
石
巻
復
興
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
㈲
ミ

ュ
ー
オ
ン
か
ら
の

協
力
依
頼
を
受

け
、
本
学
と
㈱
街

づ
く
り
ま
ん
ぼ

う
、
宮
城
県
慶
長

使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
受
諾
し
て

実
現
し
た
。
本
学

で
は
大
学
開
放
セ

ン
タ
ー
の
事
業

（
団
体
等
と
の
協

力
連
携
）
の
一
環

と
し
て
、
経
営
学

部
の
丸
岡
ゼ
ミ

（
丸
岡
泰
教
授
指

導
）
、
益
満
ゼ
ミ

（
益
満
環
准
教
授

指
導
）
、
人
間
学

部
の
庄
子
ゼ
ミ

（
庄
子
真
岐
准
教
授
指
導
）

の
３
ゼ
ミ
の
学
生
３０
人
と
、

清
水
義
春
経
営
学
部
特
任
教

授
、
髙
橋
智
理
工
学
部
准
教

授
が
協
力
し
た
。

当
日
は
、
定
禅
寺
通
り
に

設
け
ら
れ
た
「
絆
・
願
い
の

道
」
コ
ー
ナ
ー
に
テ
ン
ト
２

張
を
設
営
。
板
返
し
に
よ
る

カ
ラ
ク
リ
模
型
、
支
援
へ
の

感
謝
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ー
ド
や
石
巻
市
街
地
の
現

況
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
な
ど
を

展
示
し
た
ほ
か
、
石
巻
市
や

市
内
の
店
舗
な
ど
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ

を
配
布
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の

祭
典
２
０
１
３
石
巻
大
会
」

が
８
月
１１
日
、
本
学
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
∥
写

真
。
研
究
室
や
ゼ
ミ
な
ど
計

４０
の
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
、

ユ
ニ
ー
ク
な
実
験
や
工
作
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
科

学
の
面
白
さ
を
伝
え
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
全
国
各
地

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
石
巻

大
会
は
今
年
で
１３
回
目
。
運

営
に
は
、
理
工
学
部
の
工
藤

す
ば
る
、
鳴
海
史
高
、
指
方

研
二
の
各
研
究
室
の
学
生
が

ブ
ー
ス
の
出
展
準
備
に
携
わ

る
な
ど
、
協
力
し
た
。

メ
ー
ン
会
場
の
２
号
館
で

は
、
「
牛
乳
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
作
ろ
う
」
（
鳴
海
研
究

室
）、「
ム
ニ
ュ
ム
ニ
ュ
星
人

を
作
ろ
う
‼
」
（
指
方
研
究

室
）、「
走
れ
コ
ン
デ
ン
サ
カ

ー
」
「
マ
イ
ラ
ジ
オ
を
作
ろ

う
」
（
と
も
に
情
報
電
子
工

学
科
）
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
実
験
を
展
開
。
屋
外
で

は
経
営
学
部
の
山
崎
泰
央
ゼ

ミ
が
「
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
を

つ
く
ろ
う
」
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
」

な
ど
の
企
画
を
実
施
。
学
生

が
実
験
や
製
作
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま

せ
た
。
益
満
環
経
営
学
部
准

教
授
、
高
橋
智
理
工
学
部
准

教
授
に
よ
る
「
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
を
活
用
し
た
石
巻
市
沿
岸

部
の
復
元
立
体
模
型
の
紹

介
」
や「
ヒ
ゲ
カ
ビ
の
紹
介
」

の
展
示
も
行
わ
れ
、
入
場
者

の
興
味
を
引
い
た
。

８
月
１４
日
か
ら
２７
日
ま

で
、
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
全
日
本
学

生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
に
、

硬
式
テ
ニ
ス
部
の
和
田
咲
良

さ
ん
（
経
営
４
・
宮
城
県
泉

館
山
高
∥
写
真
）
が
出
場

し
、
健
闘
を
見
せ
た
。

４
年
連
続
の
出
場
と
な
っ

た
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
１
回

戦
。
第
１
セ
ッ
ト
を
落
と
し

た
も
の
の
徐
々
に
調
子
を
上

げ
、
第
２
セ
ッ
ト
は
第
６
ゲ

ー
ム
を
ブ
レ
ー
ク
。
３
―
３

の
タ
イ
に
持
ち
込
ん
だ
が
粘

り
切
れ
ず
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン

ト
０
―
２
で
敗
れ
た
。

川
合
麻
里
那
さ
ん
（
仙
台

大
）
と
の
ペ
ア
で
２
年
連
続

出
場
し
た
女
子
ダ
ブ
ル
ス
も

１
回
戦
敗
退
に
終
わ
っ
た
。

和
田
さ
ん
は
、「
４
年
連
続

出
場
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
監
督
、

顧
問
の
先
生
、
家
族
、
そ
し

て
部
員
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の

経
験
を
糧
に
、
社
会
人
と
し

て
頑
張
り
ま
す
」と
話
し
た
。

８
月
２１
日
か
ら
２３
日
ま

で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
た
「
第
１５
回
ジ
ャ

パ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
」

（
大
日
本
水
産
会
主
催
）
に

経
営
学
部
・
石
原
ゼ
ミ
（
石

原
慎
士
教
授
指
導
）
が
参

加
。
地
元
企
業
と
連
携
し
て

開
発
し
た
家
庭
向
け
「
石
巻

飯
野
川
発
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ

ン
」（
本
紙
５
１
５
号
既
報
）

を
出
展
し
、
食
品
関
係
者
、

流
通
関
係
者
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
た
。
来
場
し
た

林
芳
正
農
林
水
産
大
臣
も
試

食
に
訪
れ
、
石
原
教
授
か
ら

説
明
を
聞
き
、
ゼ
ミ
生
た
ち

に
激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
販
路
拡
大

な
ど
を
目
的
に
水
産
加
工
品

や
水
産
技
術
を
紹
介
す
る
展

示
商
談
会
で
、
今
回
は
関
連

企
業
７
０
１
社
が
参
加
。
連

日
約
１
万
人
が
来
場
し
た
。

石
原
ゼ
ミ
は
ス
ー
プ
開
発

を
担
当
し
た
山
徳
平
塚
水
産

株
式
会
社
の
平
塚
隆
一
郎
社

長
の
計
ら
い
で
、
石
巻
元
気

復
興
セ
ン
タ
ー
・
山
徳
平
塚

水
産
株
式
会
社
の
ブ
ー
ス
に

「
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
を

出
展
。
２１
日
に
は
ゼ
ミ
生
４

人
が
ブ
ー
ス
に
詰
め
、
試
食

品
の
準
備
・
提
供
や
商
品
説

明
を
担
当
し
、「
お
い
し
さ
」

を
伝
え
た
∥
写
真
。

な
お
、
宮
城
県
内
で
は
石

巻
市
観
光
物
産
情
報
セ
ン
タ

ー
「
ロ
マ
ン
海
遊
２１
」
、
道
の

駅
「
上
品
の
郷
」（
石
巻
市
）

の
２
店
舗
で
販
売
。
関
東
で

は
専
修
大
学
Ｏ
Ｂ
の
坂
上
和

也
さ
ん
（
昭
４５
経
済
）
が
代

表
取
締
役
を
務
め
る
㈱
サ
カ

ガ
ミ
が
展
開
す
る
「
ス
ー
パ

ー
サ
カ
ガ
ミ
」
系
列
店
で
の

販
売
が
決
定
し
て
い
る
。

仙
台
七
夕
ま
つ
り
で

石
巻
の
復
興
伝
え
る

大学開放
センター

◀

坂
田
学
長
の
講
話

と
「
音
楽
授
業
」を
体
験
す
る
研
修
生

硬
式
テ
ニ
ス
の

和
田
さ
ん
健
闘

日本の文化を学ぶ日日本本のの文文化化をを学学ぶぶ

夏期短期研修生８人

イ
ン
カ
レ

興味津々

サバだしラーメンをＰＲ

シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
出
品

シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
出
品

科学の祭典

温 州
大 学

▲ 初めてのお点前に少し緊張気味

日
商
簿
記
１
級
に
合
格

経
営
４
年

藤
目
さ
ん
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